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川崎・横浜両市工業用水源地域調査報告

一関東西部地域調査　第2報一

工業用水調査グループ

Areal　Investig窃tion　for　Iη面strial　Water　Sup四ly　at　Klawasaki　anαYoko血興ma　Cities

By

Cooper3tive　Group’of　Hydrogeology　for　Industrial　Water　Supply

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abs廿act

　　　Thereisapギ・minentaquiferinan・1driverbed・ftheTa叩riverrunningthr・ugh
Kawasaki　city，a血d　a　greater　part　of　ground　water　for　indus面al　supPly　is　being　Phmped　from

this　aquifer．

　　　Thglandsubsidenc3inKawasakicitywassevereinfqrmertime亀butthesubsiden¢e
centerism・vingrece葺tlyfr・mthecgasta1りart・fKawasakicityt・theleftbankofthe．

Tsurumi　river，Yokohama　city。．
　　　・tispresume己bythe6hemica1pr・pertiesgfgr・undwate葛thatthegr・㎜dwateris

richinch1。rinedefivedfr。mthef。ssilwaterunderthereducible¢・nditi・na隻theleft“de

of　the　Tsurロmi　riVer　an母the　salt　wat6r　invaded　from　the　prese阜t　sea　at　thg　right　side・

　　　The　new　sourcesおr　industrial　water　supPly　at　the　recla眞med　land　of　Kawasaki　and

Yokohama　cities　should　be　secured　by　any　means　in『the－near　future。

要　　約

　1．川崎横浜両市の工業用地下水源についての総括的

な調査を行うとともに，川崎市内多摩川流域の地下水理

の調査を行つた。

　2．川崎市においては，多摩川（D旧河道とも称すべぎ

限られた幅員の地下水透水部の分布，性質などが明らか

にされた。なお多摩川の水文測量調査により，この透水

部と多摩川表流との水理的関係が理解できた。

　3．鶴見川に沿う地下水圧力面の低下地帯，第三紀層

表面の谷部および地盤沈下の進行している地帯3者の関

係がある程度明らかに示し得るに至づた。

　4．鶴見川左岸臨海部では化石塩水，右岸側では現在

の海水による影響が推定される。

　5．川崎南部地区はすでに工業用水法の適用を受けて

おり，横浜市東部地区もその適用が準備されている。し

かしともに将来の工業用水については，外部からの新じ

一い導水計画を考慮しなければならない5

1．緒　　言

　東京都と神奈川県とを境する多摩川は，京浜エ業地帯

の用水供給源として，重要な地理的位置を占めてはいる

が，その水は古くから東京市あるいは東京都の上水道と

して，また左右両岸の灌慨用水として不可欠の対象であ

り，その右岸人口43万を有する川崎市の上水道水は，

すでに多摩川以外に相模川から導水して充当しなければ

ならなくなつてさえいる。ーいきおい工業用水は多摩川の

表流を利用することが困難であつたため，昭和初年に井

戸利用が始まり，井戸濫掘の結果地盤沈下が進み，その

対策としてわが国最初の公営工業用水道が完成し，瑛在

では上水道と同じく相模知の表流を主水源として給水を

行つている。
　　　　　　　　　　　　かたびら
　多摩川を離れ，鶴見川・帷子川塗どの沿岸，特にその

三角州地帯に位置する横浜市東部・中部の工業地帯は，，

一層水源に難渋しており，久Lく上水道と海水との併用

によりその用水をまかなつていた実状である。

　こうして一般に京浜工業地帯の中核をなす川崎・横浜

両市では水源に難渋しているにもか』わらず，それぞれ

の臨海部東京湾沿岸には広い面積の埋立計画が工業用地．

として造成されている関係上，、用水源の実態を明らかに

，し，今後め工業用水源の確保にあたつて万全の措置をと

られなければならない状況にある。

　以上のような寒状にがんがみ，・関東西部地域調査の一

環として，川崎・横浜両市における工業用水調査をとり

あげた。’たまたまこの地域における工業用水法の施行に
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より，川崎市は昭和31年度の指定地域として決定され，

横浜市は同32年度の指定地域として決定される予定に

なつており，いずれにしても．こエ1～2年のうちに工場

用地下水利用の抑制がその効果を発揮する殿階に至づて

いる。これらの井戸使用の規制準備のために，この地域

の調査結果は直ちに利用され，すでに川崎市の分は昭和

32年3月の工業用水審議会に報告されている。また特

に川崎市水道部は，工業用水道水源位置決定のために，

2力年にわたつて熱心に調査に協力され，横浜市もまた

’水道局，経済局が種々の便宜をはかり，調査め能率を高

めて下さつた。この報告をとりまとめるにあたりこれら

関係者各位に厚く感謝の意を表する次第である。

　なおこの調査経費の大部分は昭和31年度工業用水道

事業費を充当している。

2．調査規模

2．1調査範囲

多摩川，立川市地先より下流，主としてその右岸，川

崎市内の沖積低地

鶴見川，東横線鉄橋より下流，横浜市鶴見区一円

　神奈川区および帷子川沿岸西区，保土ケ斧区の各一部

（以上第1図参照，25，000分の1，立川・武蔵府中・溝

の口・東京西南部・川崎・横浜東部および同西部参照）

立　　東　京　都
川

o

八o・
す

子　　川
　　　　崎

v市調

査

地 横　　帷

域 浜

神奈川　県

市

市

帷子｝1餌見川

多摩川

東京・、湾

　　　　　鎌　多　旗須賀．
相　模　湾　倉　戴
　　　　　　　　柴
0　　重0　　20㎞　　診

第1図調査地域（斜線部）

2．2調査の対象および方法

a．多摩川の河川流量，両岸の地下水位の測定

b．既設井200カ所の測水による地丁水流動状態の調

査（川崎市の耐部）
‘
c
．
多
摩 川沖積低地における電気探査一

d．川崎・横浜両市市内所在工場，公共施設などの水

源井の水位・水温・水質および水量の調査

e。横浜市上水道水路中の水にっいての水質調査そ

の他

　2．3調査時期　，

　第1次昭和30年10月中旬～11月上旬
　　多摩川流量測定　中流部地下水調査く一部川崎市

　　　　　　　　受託調査）
　第2次　ク31年9月下旬～10月下旬「1

　　多摩川流量測定

　第3次　ク　グ9月下旬～10月上旬

　　川崎市および横浜市臨海部工場巡検

　第4次　グ32年1月中旬～同下旬

　　横浜市工場巡検その他

　第5次　ゲ　グ1月下旬

　　多摩川流量測定

　2．4　調査担当者’

　企画・総括および横浜市工場その他水源施設巡検

　　　　　　　　　　　地質部．蔵田　延男
　川崎市工場その他水源施設巡検，電気探査および地下

　水流動状態調査　　　　．　　地質蔀　村下　激夫

　横浜市エ場巡検調査　　　　　地質部　森　和雄

　多摩川河川水文測量　　　　　技術部　尾崎　次男

　　　　　　　　　　　　　　立花栄一
　　　　　　　　　　　　　　桂島　茂
　　　　　　　　　　　　　　桑形久夫
　　　　　　　　　　　　　　小谷野長平外
　水質分析　　　　　　　　　　　”　　後藤　隼次

　　　　　　　　　　　　　　池田喜代治

ぐ 3．川崎・横浜両市の水理的概観

　山梨県東山梨郡倉掛山に源を発する多摩川は，その流

路延長126km，流域面積1，066km2を有し，その流路

の11，は武蔵野の広潤な平坦部を通過している。調査地

域にはいり，立川市から丁流に至ると，左岸東京都側に

は海抜高度10～40mのローム台地が，また右岸川崎市

側には同じ曹く30ん90mの第三紀丘陵が官一ム層に覆わ

れて連なつており，　この間に挾まれている多摩川沖積

低地は，溝の口附近が幅2km程度となつて最も狭く，

これから下流側には扇形に拡がつて，川崎市街地の占め

る三角州平野が発達している。現在塩水は丸子附近まで

湖上するが，これから上流側の河況嫡，その表流の伏現

が相当期待でぎるような状況を呈しており，両岸特に右

』岸に相当量の地下水を酒養していることが予想できる。’

　一方右岸側第三紀丘陵地帯からは平瀬川・矢上川など

ゐ小河川が流出しており，このうち矢上川は南下して鶴

2一（620）
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見川に合流し，横浜市東部，鶴見区二円の地盤を形成し

たものと考えられる。しかし鶴見川は現在排水河川の河

況を呈しており，特に下流側では地盤沈下地帯を蛇行し

ているので，塩水の湖上は河口から8～10kmの間にま

で及んでいる。

　横浜市鶴見区西部から，神奈川区の一帯にかけては，

．不透水度の高い泥岩・．砂質泥岩を主体とする第三紀層

が，丘陵をなして海岸に迫つており，現在の工業地帯

　　（工業用水調査グループ）ー

は，その前面に埋立造成された地盤にでぎ上つているの

で，吋般に地下水の賦存規模は小さく，しかも概し七細

粒の堆積物でできているため，利用可能な地下水量は乏

しい。

帷子川ではなおさらに第三紀層が浅く現われる関係

上，地下水の賦存規模は極端に制限されており，に一ム

台地の浸透水と表流の一部とが工業用に利用されている

が，最近ではその表流も、また汚染の度を増し，良質の

‘辱

　東　　　日
　　　本　㌧
　横　　　89訊　　　’　　　　　　　　　　　　　　　東　　　　　、京　　　　　都

　墓　　展o　　　　一 ㎝鰯空㍉『き一．一〒葺　・　・ヌ

　　　℃ヂ撫鍬1累．・
　　　　　横浜市欝薪鋤鰯1

　8一踏号は水質分欄採取点ぐ第6表参照）　　　　翼、　、　、荏、

市

一’一－一一、坦雫二

塵一　　　　二＼

日
本
冶・020

金
工

業

・墨㌔、，嘗

召鱒

日　　　　　一　兎本

製　　　　　一
造　　　　　一

京

一・－1、＼

第2図川崎市南部地区における工業用深井戸の分布

第1表　川崎市（主として溝ノロ以南〉の水源別利用水量

・水　源　別

海 水

供給方法用途

河　　　水

鑑森財｝、

鑑森伏流／

地　下　水

（循環水）

総 計

火力発電所外ビy冷却用

工　業　冷　却　用

　　　　〃

工業用水道（川崎市営）

上　　水　　道（川崎市営）．

工場自家用浅井戸，深井戸

工揚専用深井戸

海

淡・

水

水

給　水　量
　（m3／日）

1，710，900

274，000、

100，000

181，000

155，000

常時9，000

　　7，000

約”5，000

2，084，900

352，000

備 考

鶴見第1，第2東鉄火力発電所

昭和電工，目本鋼管，その他

味の素K：．K．（た黛し塩水を混える）

｛このうち工業給水223工場に対レ642GQ皿3ノ目　　　’

　　　　　　　　ド
｛　　　　ロ井戸約43本の計画取水能力は最大
120，000～140，000m31目に達する

東京ガス鶴見工場へ送水

（循環水を除く）

3一（621）
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第2表　川崎南部地域における工業由

ノ
エ
　 場　 名

日本電気：K．1く．玉川製作所

東京応化工業K．K．本社工場．

K．K．桂原製作所川崎工揚

束洋通信機：K．K．一
新　　古’　河　　鋳　　造　　K：．：K．

味の素K．K．川崎工揚

’日本電一線K：．K．川崎工場

東　京、機　器L工　業　K：．K．

三1工’K．K：．
k．：K．小松製作所川崎工場

富士製鉄：K，：K．川崎製鋼所
日本冶金工業K：．K：。川崎製造所

日本食塩1製造K：．K：．

昭和冷蔵・K．K．

三菱石油K．K．川崎製油所

昭和電一工K．K．川崎工揚

目本鋼’管K．K：．

三
、 菱’化工機　K．K．
富士電機製造　K．K．

昭和電線・電縄一K．・K：．

東京1分『スkK：．鶴見工揚

製 品

通信装置

工業薬品　、
動カポyプ，冷凍，冷却機

通信装置

．産業機械器具

味の素，澱粉

銅裸線　動力ケープル

計器

DDT液斉1

フォートリフトカー・

普通帯鋼，小型棒鋼

不錺鋼・

食卓塩

氷

揮発油1重油

合成硫安，，硫酸焼鉱

鋼管，副生コークス

濾過機，ガス発生炉一

変圧機，直流電動機

銅裸線，通信ケーブルー

ガス

工業用水

取得量
（m3ノ日）

　2，ケ67

　　200

　　540
　　350
（計画）500

（計画）265

119，300

水源別取得量
（m3ノ日）

1，620

　23
。
6
6
0

　55

500・
3，500

233

3，265

89，300

245，000

100，000

　　42
　4，000

夏季4，750

㌧
4
0
，

156

用途

　　　　　・洗　蘇P　　457　　　　　温　調R　2・310’　冷　却

G100　P100　冷却，原料

　G540，　 洗1條，冷却

　　　　　洗1灘　G　350　　　　　冷　却
G（計画）265　　冷　　却

C　 3，500

1　15，000
p　　800
R 100，000

G600　．C420
P600’

C　3　P20
1660

C若干あり
G55　・．
1　500Cあり
1　2，500　C　1，000

G　　3
P　 230・

G3，000
（汗画　3，600）

P　 265

P　300，一Se84，000

15，000
Se　　　180，000

1　 50，000

C　，8，000

P・7，000
1・　　　50，000
Se　　　10，000

C　　　　40，000　　，

G　42』

13，000G1，000

｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

1　　3，000C300
P250G夏季に1，200

G　7，00Q
P　1，150
Se　　30，000

C　2，000

冷　却

冷　却

冷却，洗條．

グ　　 〃

冷　却ド

雑　用
洗漏冷郎

洗　潅、

冷　却1

洗瀞，冷離

冷』却P

冷　却

，　　一

冷却，洗條

冷却
冷　却、
洗　i條・

冷　却
洗　縢
汽　罐1’

註）水源別取得量の欄　G　l地下水，1：工業用水澄，P：王水、C：循環水，R：河水，S∈：海水，

ノ
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水取得および深井戸の現況（第2図参照〉

井 戸 諸 元

井戸径　（m）
、4

8
8『．

0．7

8
■．21
1．6、

0．6

1．2，

14
14
14
14
14
14
14
16

8
8

不　明
　8
0．98×0．89
《）．89×0．89

　1．1
　12
　2
14
14
12
12

・13

12
12
12

12
12
12
12

6
18

・12

12
12

牧水管の位置　　（，）は深度 1水位・
（m）

　　　　・（5．5）
　　　　　（90）　　　　　（90）
　　　　　（6．0）
　　　　30｛・39
　　　　て5．45）m
　　　　（12．20）
　　　　

（3．95）

　　　　（3．64）
　　　　．（60．6〉
　　　　（60．6）　　　　（60．6）　　　　（60．6．）
　　　　（60．6）　　　　（60．6）　　　　（60．6）　　　　（60．6〉
　　　　不　明　　　　不　明
　　　　不　明
　　　　（60。6）
　　　　（2，5）　　　　（2．5）
　　　　（4．0）
52．4《プ60．6　　75．2～82，4

　　　　不　明　　　　（40．3）
45．5＾げ57．6　　66．7《ノ74．2

46．7～51．5　　53．3戸》58．7　　66．7～74．〇　　　　一

44．9’》53．3　　　　56戸ゾ62．4　　63．6’》74．2

53．3戸》57．8

（54．2）

45．5♂》54．5

56．7＾プ63．6

41．5～52．4

　　不　明　　不　明　　　（62。1）
　　　（64．8）
・26．4戸》34．9　　50．0戸》53．0

　　不　明
・45．5～56。7

不　明
不　明
不　明

2．0』

0．9

0．7

24．20

25．40

12．10

1．50

0．65

1．1

23．80

19．40
18．45
16．40

22．33
20．65
20．00
’
1
1
． 30

29．50

13．0

醤プ轟階崔

T
B
B
C
B
C
C
．O

B『
B
B
B
－
B

B
B
B
B
B
B
B
C
C
C
A
W
T
B
．B

B
lS

B

B
B
B

B
．B『
』
B

B
B
B

B

B
B
B

ポン〆プ

馬力（即）

井戸の使用

状　況

一io休止4　20　　74　20　　〃
2　2　使用中
4　10、　グ
2112！ノ　　　2　　　　　 ツ・

4　5　　グ
4　．5　　グ・一　　　一　　　ポンプ設置中

6　35　使用．中
7　45　　ゲ
7　r45　　ヴ
6・35・　グ
7　45　 ゲ

7’45　 〃

7．　45　．〃、
7　．45　　グ・
4　30　使用㌧中・3　　　15　　ポγプ修理中

3　15　休’止
3　15　　〃
3　5　使用中11／23　ケ
11／23　グ
5L200・　1休・止
11／2　2　使用中

11141休止・5　　30　　便・『用中

4　15　　〃
3　155　30休．止
4

8
6
8

6
6
6
6－

2
6

6

6
6
6

註）ポンプの種類　C：渦巷ポンプ，B：ボアーホール，ポンプ，A：エアーリフト，T：ダービン・ポンプ，

　　W：ウ3スコ・ポンプ，S；水中モータ1ポンプ

25

70
40
70・

50

50P
50
50

5
30

35

35
35
35

グ

夏季に使用
、〃

〃

休　止
〃

グ

〃

使用中
休 止

夏季に使用一

使用中
〃

，〃

5～（62き）

ノ
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　　　第3表．横浜市工業用水

1

2

3

4

’
5

6

7

8

9

10

11

1β

13

14

15

16

17

18

19

20、

21

工 揚 名

妙高企業K：．k．

いすず自動車K．K．末吉製造所

　　　　　　　　『保土ケ谷工場
保土谷化工K民矢向分工揚

森永製菓K．K．鶴見工場

大日本塗料K．瓦横浜工場

躰開発纏造K琴
朝目製鉄K：．K：．

鶴見襲氷瓦K．

鶴見冷蔵K．K．

日本鋼管K．K．鶴見製鉄所

、日本鋼管1く．奪鶴見造船所、

東京ガスK：．K：．鶴見工揚

東京芝浦電気：K．K：．鶴見工場

芝浦タービンK。K．

芝浦工機K：．K．

芝浦共同燦KK

『
旭
硝 子K．K．鶴見工場

鶴見曹達K．K：．鶴見工揚
日東味精K．K．

昭和産業1く．K：．鶴見工場

保土谷化学工業k．K：．鶴見工場

瞬の素KK横浜工場

所　　在 　地

鶴見区下宋吉町1765

，鶴躯下末吉町1β68

鶴見欧輌66

鶴見区鶴見1，320

鶴見区小野町154の1

鶴見区末広町2の4

鶴見匿大黒町24

鶏見区大黒町31

敷地坪数

17，000

12，000

1，400

45，000

6，400

8，000

2，300

120，000

65シ000

54，000

78，000

43，000

20，000

12，000

15，400

14シOOO一

新水取得
：水　　　量
最大（m3掴）

　　9，450

　　　440

　　　2李o

夏　　1，500

冬　　　800

　　　326

　　　100

　　　916－

　　2，440

　　　786

55，120

2，360

38，150

・水源

上’永道

6一（624）

　　　m朔
　　10，000

　　　m3／月
　　　6，500

　　　m3／月
　　　2，000

1，500～800

　　　　3201

　　　m3／月
1，200～2，000

　　500m3／月．

　1，200m3ノ月

　1，100m3／月

　　　4，720

　　　1，340

　　　1，150

4，700　　　　　2，700

　64016，000m3／月
1
・
…
．

2，5・・醐－

　172　　4，』300m菖／月

3，550　　　　　2，800

19，800　　　　　　1，200

17，700　　　　　　　　700

5，5・・、　卜5・q

3，300　　　　　　800



　　　　　　　　川崎・横浜両市工業用水源地域調査報告

利用の現況（1）

（工業用水調査グループ）

別取得水量．（m3／日）

海水地表水』

m3／時
380

消火用・

β，400

　600
m3／月

2，100

1，020

30，000

1，500

施設あη

18，600

17，000

5，000

地　下－水

7，200［

0

m3　　時
30×2戸》6

m3ノ月

5，000

消火用

　　　900

150

　　7，000
（川崎市内）

循　環　水

冷却槽を使用

m3ノ日

500

750

300

池を使用

2，000

500

“用水事情につい　て　の記事

｛
昭和31年以前4本の深井戸を利凪洞年6月300m3／時の鶴見川の水利権
を獲得，模型コyデyサーに給水，別に竪型用に80m31時を，池水を利用
　　　　　ヒ・して給水する。夏季冷却源水の水温28～29QC
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　』

∫器鴇、紹㌧究；瓢売窮雛誘畿舐曙銑麟薄製昇、
1戸水1を利用，運転時間，各2時間，夏6時間程度，飲用，洗驚80m3／日

　上水で第1～第2段の多管式コ1ソプレヅサー冷却，井水で第3～5段の開放
　式コン’フ。レヅサF・の冷却，　ほかに酸圧機，　冷却

撰驕舗葛（鞠調謙薮督聾灘割目i，骸鯉雪
し・・紛冷却など，地盤沈下嘩錬西45m曜や観川割2・c血低下

　昭和勿年前井戸使肌良水必要となP上水に転換，フォルマリン製造用．

　ペイyト冷却，ねPロール冷却など

　浅井戸2消火用にあP，コyプレッサ肖，炉などの冷却には上水を使用

　50トy溶鉱炉1基の冷却用

　冷凍機50正P，15王P各1台往時井戸掘難地下10m・でメタyガスの爆発に．
　遭遇，鶴見川の水利権1個，夏季水温28～290C

　従来井戸利用，水位低下し，河川1水を併用，冷凍磯1251P1台

　300ト：ノ高炉，平炉，厚板ロール冷却，うち平炉の一部，厚板ロールには
　上水を利用

9水張リタyク洗溝用，水圧試験用に上水を使用

｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び　井水はガス冷却，コークス消火用，海水はガス洗溝420m3ノ時7基のガス発
　生炉冷却350m3ノ時，上水は汽缶，発生炉用などに使〉・わけ，淡水の25％．
　を回牧再利用に供している。井戸水源は川崎市地内にあP，その管理上特
　，別な扱V・がなされている　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　発電機，電動機の冷却に上水，短絡試験用150，000kW発電機の冷却，シ
　リコン製造機の冷却に海水を利用，夏季の水温低下のため井戸の利用を行
　う，特に夏季上水道の水圧低下に際し重要な価値を有する。鶴見区市揚町
　より送水

　m3／月
142，000

m3／時

1，200

｛
　メタル，冷却に上水，ロール，キル1ソの冷却には最高470Cの水をスプレ
　ー，冷却塔などにより28～290Cの低温とし，さらに井水を混入（補給量
　700’》800m31目），反復使用，井戸水源は鶴見区市場町にあP，従来池を
　使用現在は深井戸2本利用　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　塩の採取のため海水3000’》4000m31日を原料用に供す，昭和10～18年頃

　使用していた廃井5

｛
　　　　ぺ　ヘキサy蒸気の回牧装置，真空ポ1ソプ，脱脂管などの冷却に海水
　加水用5m31目，脱酸20m3／目，アyモニヤコyデンサー200m3！員，汽缶・
　360m31日その他を上水に依存する　　　　　　　　　、　　　　－’
　昭和15年掘崖の深度75m⑳旧井あり，土砂崩壊し現在廃井

　硫酸稀釈用，’真空ポyプ，アyモニャ，コyプレヅサ冒など冷却，第1海
　水ポyプ場のサクショy深度8mのため，水温夏季に25QCを超えず冷凍
　機190圧分の冷却に用いうる

　おもに油冷却1昭和31年まで井戸壱使用，陥没，埋まつたため廃井どなる

7一’（625）



地質調査所月報 （第8巻 第11号）

　　一第「3表 横
、
浜市工業用水

工 場 名

目蓼郷騨’二

中山鋼業KJく．鶴見工場

麟麟麦酒’K．K．横浜工揚

、目本石油精製鼠灘製油所

目産自動車工業K．K．横浜本社工場

大日本製糖：KIK横浜工場・

日本ビクタτK瓦’

繭邸K灘構
廉工K曄鰐
太陽油脂K』K．

明治乳業K．K横浜工場1

目清製油奪K横浜工場
「
東
神 冷凍工業K．K、

横浜市揚冷蔵，K．K．

横浜冷凍K，K

協立倉庫罵K

東目本重工瓢K．横浜遡所

横導精糖K』K。

古河電気蝶取横浜電線製翻

略和玲蔵KK」横浜工場

保土谷化学工業k。K保土谷工場1

日本硝子KK横浜工場

合 計’

所　　在　　地

鶴見欧黒町3ぎ

観区盛町2，。36．

鶴躯生孝町明神前171

神奈川区守屋町4の18

神奈川区蜘

神奈川区守屋町3の13－

同P’上　，3の・2

神奈川区恵比須町8

神奈川区入江町1の34

神奈担区千若町1璽3

酋区表鵠町4

嘩緑町3の4の2

西区西平沼町1の5

西区西華沼町4あ23

保土谷区尋王町3御

保土谷区神戸町134

敷地坪数
『

必boo
　，

10，000

3ぢ，。。。

125，000

63仰’

161560

11，736

13，7＄5

68，655

　　700

　8，000

　4001

1・739

40，000

　260

251950

70，000

新水取得
水　　　量
一最大（m3／日）

91，レ00

　2，380

　5，730

185！300・

2，800

15．780L

　　ggo

　4，420

17～820

　5，900

　　890

　6，650

　1，550

’
7
，
712

　2，013

　5，584・

6・0101

16’100』

3・45・’

　77ql

10・0？0・

1，700

566，433

　水［源

ギ水道

　　16，500

8。。繊G。6

　　5・231

　　7，100

　　2，600

　　1，850

　　　goo

　　　320

　　1，520

　　　900
　　　’310　　｝

　　1，650

　　　　50

　　　　80P

　　　　13

　40～50

　　り1000

　　1，100’

　　2200、
　　　，

　　　70

　　2，000

　　1・200

62，137

8’（626）



川崎・横浜両市工業用水源地域調査報告、（工業用水調査グループ）

利用の現況（2－）

別取得・水量、（m3／日）

海水地表水

85，200

1，200

177，600

13，500

4，100

16，300

5，000

5，000

1，500

　　　　318

　　　2，000

　　216、m呂／時

能力
　1650m3／時

15，qoO

8，000

300’》400

（漢流池）

　　490甑806

中河ノll35，520

非塩水8，400

地　下　水

180

500

600

200

430

雑　　用

580

350

非常用
（浅井戸）

250

700

　　100
（浅井戸）’

’循　環　水

　　13，490
（川崎市より

送水の分を含
む）

19，000

3，600

3，500

（62，130）

用水事情についての記事一

1繍鱒磐鰹熱撫蒔鱒羅鰭霧誰
　の他合計3，550m3ノ時，海水使用特に海水水温の上昇（昭和30年まで280C
　最高，31年290Cに達す）に腐心。銅液の冷却用50m3ノ時は1？C低v・こと
　によη生産効率20％増加　　　　．

｛　井水は電気炉，ロール，メタルの冷却，上水は酸洗溝，汽缶，ゴ1ソプレッ　サー110壬P分冷却，海水は薄板圧延ロール，加熱炉冷却に使用　　　，

‘』創業当初海水を利用，昭和12年頃から井戸を使用，上水を併用，冷凍機5

｛　台の冷却300m3ノ時，280Cの上水を原水として330Cにて排出，．500m3∫時　必要麦汁冷却1200m3！日冷缶用230m31目高砂式冷却塔る使用，昭和32年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　ロ　コ　から井戸使用中止の予定　　　　．　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　深井戸1本のみ稼動，プレ．ス脱蝋装置の間接冷却，・海水は第1型策3B：K脱
　蝋装置アンモニァコyデンサー1930レクトン分の冷却650m31時∫ほかに
　2500kW火力発電2基分の冷却1600m31時，上水は11基計174キロの汽
　缶用2750mヲ目のほかに機器冷却用，水温限度280C

　井水は焼入れ油冷却用，上水は酸洗蘇，2200H》コyプレッサー冷却海水は
　プレス工場クヅジョン，ディーゼルエyジy冷却用

　結晶画コyデンサー・冷却，冷凍機3台計115仔の冷却は海水，そり他機器
　冷却に井水を利用．

　レコードおよび同原料の冷却，井戸は撒水などの雑用に時々使用する程度

硫酸冷却　　　　　　　P　．、　　　　　　『一．

海水はアルミナキルy製品蒸発画各種冷却器冷却16500m3ノ目に海水，
HCI炉，H：C1苛性ソーダ食塩溶解用キルンバー・ナー・・冷却用，アルミナ
よ・P苛性ソー・ダ分抽出～洗森用に合計4100m31目の用水を必要とし：てv’
る。海水の水温270C最高

運河上流埋立てられ揚水に伴ない泥の排出多く夏季の水温上昇著しい。干
潮時の水温最高360C　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

岸壁から導水し取水する

間隔10mを隔てた2本の深井戸による
構内上水道水栓2350ヵ所フラッシニバルブ111ヵ所水圧テスト150伍n31日，
ディーゼルコンプレヅサー冷却その他浴用飲用2500卑31目，海水は水圧試
験工yジy冷却など準一時的に用い為

河川水で結晶画のコyデyサー冷却上水で真空ボンプ冷却，骨炭用原料溶・
解ガスの洗1條などに上水を利用

1『勢惚郭隅馳鍵欝衆貯沓灘騨粛紗載膿響∫
1上水をビニール押出しり冷却，特殊紙の抄紙用，ひえん器冷却に充当

深井戸3本中2本稼動して冷凍機3台分の冷却用水を辛じて得ている

｛
　帷子川の淡水を揚水，3面の沈澱池で清澄にし，選水していゐ。水温夏季
29～300C冷凍機170レフトy分の冷却に充当，別に染料の溶剤，H：C1ガ
　スの吸牧，製品溶解用に上水を利用　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　ユ

｛繍i灘糞翻纏鍵繋縄騰繊ぎ浪筒響
　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

〆

9一（627）



地質調査所月報（第8巻第11号）

第’4表横浜市工業用深井戸の

工場
番号

1

2
3

5

6

7

9
12

13

17

21

23

24

25

26

27

28

32

37

40

41

・43

工 場 名

妙高企業K．k

いすず自動車K．：K　末吉製造所

保土谷化工：K．K：．矢向分工場

犬日本塗料K．K，横浜工場

日本開発機製造：K．K．

朝目製鉄K．K：．

鶴見冷蔵1く．K．

東京ガスK．K：。鶴見工場
　　川崎市西小田～137
　　川崎市南小田1の67
東京芝浦電気K．K．鶴見工揚

旭硝子K：．K：．鶴見工揚

味の素K：．：K．横浜工場

中山鋼業K．王く　鶴見工揚

麟麟麦酒：K．K、横浜工場

日本石油精製KK．横浜製油所

日産自動車K．K．横浜工揚

大日本製糖K．K．横浜工場
目本ビクターKl．1く：．

明治乳業K．K．横浜工場

協立倉庫K．K．

古河電気工業K：．K．横　 浜
　　　　　　　　　電線製造所
昭和冷蔵K．K．横浜土場

日本硝子K：．K：．横浜工揚，

井戸
番号

工

2
3
4
1
1
2
1
2
1
2
1

襲井年丹
S　昭和
丁　大正

S－25

S－18

S－12

S－24

1’S－15

1　S－4
2．S－12
3　　S－14．

1　S－16
旧　　S－12

i新　S－27

1　S－28前

1　S－28
2　S－31

1

2

3

4

1
2
3
4
1
1
1
2
1
2
1
2
1
2
1
2
3

『1

S－12

S－25

S－26

S－26

S－8
Sr8
S－8
S－10
S－12
S－25

S－8
S－8

S－10？

S－102

S－29
S－30
S－31

　　　　f
井戸深度井戸孔径
（m）

602
グ

〃

60

6
78．5

5　’

25

3．5
’6

60

◎1

46
53

60

53

75．6

91

36

45

100

100

（吋）

8

10

2m
4
1m
lm
8

8
12
12

12

12
12

12

14中に
10二重
20

14

12

12

12

80～100　　　12

　グ　　　　12
　〃　　　　12
　〃　　　　12

　91　　　12

120　　　　12

100

106
106

106
91
↓21

10

10
10
10

6
6

5×2m

牧 水
（m）

深・ 度

47’》53。7

37～46

　　40．2～47．5

9ん21，36～45，67飼71

9戸）15，　20戸》23，　30（プ35．5

13戸》16．5，　21．5戸》25．5，　49～55，　65＾ゾ72．5

17～25．5，50．5《プ60．5，76《’81

｛　　　　　　　　ロ　14戸》23，　56～71，　75．5’》86

　90《》98．5∫　114’》117

註1）表中に示した弁戸数44本，中浅弁戸5本，深井戸39本，深井戸のうち昭和31年末稼
　～）表中AL；エヤー』リフト・，♂H；ボアホール・T；ダービン・Ω一cm，で示し％数字・
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川崎・横浜両市工業用水源地域調査報告　（工業用水調査グループ）

現　況（第3図参照）

吸水管孔径
深　　　度
　（吋、m）

5”　一

4μ

3ノノ　36

3ノ’

4！ノ　30

4ノ

6ノノ

5！ノ

・6”　35．6

4”　45

5”　30

5’ノ　30

5’ノ　30

5ノノ　42．

6”

61／

6’ノ

6”

4”

4／1

4ノ’

46
46
50
46

90

3”　42
3”　　42

4”

6ノノ

揚永ポyプ
動力ポンプ径

AL
　〃

　グ

BH
BH21／2ノノ71／2H⊃

T2”2正P
AL3”10P
T1／2冊
ピストン11／2”仔

BH4’20H》

BH3”．10H》

BH6”35H》
BH6”35丑P
BHβ”45P
BH6”30H》

BH6”25H》
BH　6”　2ξ∫仔

BH3”15王P

BH4”15正P

BH4’15H　

BH　4｛ノ　15正P

BH4”、15H》

BH4”20H》

BH4”30正P
BH4”30正P
BH41イ25H⊃
・BH4”25H》

AL　ap　2”

BH4ノノ

BH4”15H　

BH2”10H　
BH2”10H》

BH21／2”101P
BH3ノ！71／21P

BH：3ノノ

BH3”　5王P
BH3”20H》

T　4”15fP

1目の
運　転
時　問

2～6

「24

24

　8

24

24

24・
24』

8
12

8
8

12

24
2（ノ3

10

12
12

24
24

24
24

自然水位
揚水水位
　（m）

4．5／5．51

1．5／4

17／22？

0．6／一

／11．6

ヲ25曳
一／18∫

13／23

25／』一

25．5／32

一／43

7』5／一

8／一

18／一

19／一

14．2／一

揚1水量
（m3／日）

1　コ　1，000
∫

　60＾480

150

24
86

900

7，…｛

500

500

180
400

作井当初
　　550

〃　370

〃　600

グ　600

100～150

能力900

583

450、

／35・

／75・

備 考、

た父し昭和31年以降揚水中止

水温16。90C

豊水期には水位1～1．2血上昇
竣深前には40m31目

昭和31年当時休井
排砂多，水質不良のため昭和28年以降休井

990Ω一cm　水温170C
地盤沈下の影響により井戸台枠コyクリート床に亀裂

300Ω一cm水温17．30C

480Ω一cm水温17．10C
820Ω一cm水温16．70C
700Ω一cm；水温17．40C

能力1200ml／目　140Ω一cm、水温16．50C　　　　・

／麩鵬2脇一7，d㎡1目

昭和31年井戸周辺陥没発生し運休

昭和31年12月末使用

作井当初（自然水位1Q．5m揚水水位27m）
　　　　　　　　　　　一1．000Ω一cm　17．20C
　　〃　　（自然水位　23m揚水水位24．5m）
　　　　　　　　　　　1．OQOΩ一cm　　16。20C
　　〃　　（自然水位23．5m揚水水位26．5m）
　　　　　　　　　　　　680Ω一cm　　16．8QC
　　〃　　（自然水位　15m揚水水位35．2m）
　　　　　　　　　　　　ヤ330Ω一cm　16、80C

揚水量25《’30m31時

　ケ
　”　　（麟麟麦酒の馨井によP干渉水位下がる＞
　〃

160Ω一cm 1水温19．7QC

760Ω一cm　水温19．30C

1050Ω一cm　；水温19．OoC　不定期的に使用

現在廃井

1300Ω一cm　水温1妥．50C

｝　　　　　　　　　　　臼　交互使用，揚水量各550m31日

廃井

水温16～17。C・・

｛　4300～5000Ω．cm水温13～13．4。C　井底に横坑を併なうという

動中あるいは使用可能のもの30本，きらにこのうち書夜連続揚水を行セ・うるもの9本

は井戸水試料の水比抵抗を示す

11二（629〉
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淡水分布の限界が入為的に一層狭められている。

4．工業用水取得の現況

　4．1　川崎市における利用の現況（第2図参照〉

　川崎市（溝の口以南，南部地域と呼ぶ）の水源別利用水

量は第1表，臨海部（主≧して東海道線場南）工場別用水

取得量は第2表の通りである。後に述べるように川崎市

1にあつては臨海部における地盤沈下抑制のために工業用

』水道がすでに．布設されており，淡水の大部分がそれによ

つてまかなわれているので，地下水の取得量は，現在遂．

年減少の傾向をたどつている。こうして昭和31年度で

・は常時の地下水利用量は淡水取得総量の6．4％に止まつ

『ている。したがづて既設の深井戸は大半が休井あるいは

．廃井となつており，同年9月調査当時の稼働井は僅か10

本を数えるに過ぎなかつた。しかLその地下水利用童の

90％は被圧面地下水であり，また夏季，工業用水道の水

圧低下が生じた場合，あるいは冷却用水の使用量が増加

するような場合には，休止していた深井戸群は稼働し，

昭和30～31年頃には一時的である1こせよ，30，00qゲ

40，000m31日前後が揚水されている。

　なおこれもまた後述するように，川崎市においては，

限られた幅員の透水帯域外では，大量の地下水が得にく

い事情にあり，横浜市所在の東京瓦斯K．K：．鶴見工場，．

東京芝浦電気K，K：．鶴見工場および旭硝子K．K．横浜

工場などは，この透水帯に沿つて水源井を設置し，4km

以上も遠隔の地点から送水している。なかでも束京瓦期／

KKは川崎市隙43本の深井戸を設け，当時7，000m3／日

の地下水を取得してい・るので，川崎市の実際の地下水揚

　保保
　工土
　ケケ∫　谷谷
　’工化
　景学

△響日
凸　本

　硝　保τ
　子　士』横　　“

　浜　谷
　工　 区
　場

ノ　

赫轟嘉

　造西　区
　所　．

，横浜市上水道管
　　　　　　路

E7工場敷地
。　「深井戸

△　湧水
國　海7kあるいロ地表水取得施設

、送水管路（工蝪専用管に限る）

5泌番号聖猟質分断試料採聴
　（第7唐参照）

線

　　　妙高企、　　　　1．建

　霧

本

道

東

海

巴

、議擢

．レ撃

一’．区
δ

ア禁9　　珍

1繊本酬“
　日本開発根　　　　　　　　　　　　　“
、製造　　　　　　　　、、、　　9

　　　　　　　満　　 、

　　　　　　　　運
　　　　　　　　，漏

瀞令蔵

神奈川区

横 浜

　　　　　　キ　　　　　　リ
　　　　　　ビ　　　　　アア　　　

．譲鞭・
　本日妬鵬製　　　　和
保講　　　　　業
ピ　　　　　　　　　　　　　　　　　宋
ク　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
γ　　ぎ産　　　　　　　素
　　　　自　　　　　　‘　保　。
　　　　　　　　　よ　編　鍵　．　　翻
　浜産　　　　　　　　　影
　工業　　　　　　　　　　　字』

市

　　　　　1川　崎　か
　　　　2・ノ。　1
　　　　　　　、
　　　　　　　略

東
京
鶴芝
見浦

　唄
　ンロ
難・
調鳶

　呆≧太

ハ鷲、
濤 脂
　7

藷

鵯
　　島晃　暑
　目蓬ム、ヒ東

　味　精
東

京

5σ0　　　　　　　　　　　τ0σo　m　　　’

湾

0

T～第3図　横浜市における工業用深井戸の分布（海水その他の取水施設も合わせて示した。㍗穿し上水道專用工場および神奈

　　　　　　　川区西部，西区一部の海水利用工場は紙百の都合上省略してある。）
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川崎・横浜両市工業用水源地域調査報告　く工業用水調査グループ）

・水量にはこの分だけつ幡却えられなければならない。

　4．2　川崎市における工業用井戸諸元および揚水規模

　川崎市南部に所在する井戸利用工場における井戸諸元

率よびその揚氷規模は，第2表の通りである。．

　4．3　横浜市における利用の現況（第3図参照）

　横浜市にあつては，地形的・地質的に川崎市より一段

と水利の便が悪く，地表水は鶴見川の塩水湖上が著しい．

ため使用困難で，さらに地下水もまたプ湧出量の豊かな

帯水層を欠き，水質も不良で，そのうえ過去における揚

水過剰のため，帯水層の透水度が減退し，最近では新井

を掘馨しても湧出量，水質ともに期待に沿うことができ

なくなつてしまつている。したが・づ七現在深井戸は冷却

、用水の水温低下のために，一部用いられているに過ぎ

ない。　　　　　，

　こうして横浜市側はかねてから工業用水道の建設を計

画する一方，上水道による工業給水を強化し，工場側は

高度の海水利用を行つている。このように上水と海水と

によつて，その大部分が声かなわれているpこの地域の

工業用水ほ，他地域のそれに比較して，著しく劣悪な事

情のもとに供給されていたということがでぎる。

　雇．4　横浜市における工業用井戸諸元

押’

立、

　横浜市鶴見区・神奈川区・西区および保土ケ谷区に所

在する工場における井戸諸元および昭和31年度調査当

時の揚水量は，第4表の通りであるα

5．』地下の地質と水理

・5．1　ニケ領用水取入口附近』

　多摩川の表流が多量に伏没していると推定でぎる川峙

市菅・中野島および宿河原附近において電気探査お床び

水比抵抗法による地下水流動状態の調査を行つた。

　多
　　摩1、、　　　　　　　中

岐…難変意＼
　　　　　　　＼南　一武　　 線　　r＿
　　　　　　　　で
　　　　ヤ　　　ペ　　ケ　　　　　　　、、　￥　　　　　　　＼

　　領　　　　　 ＼
＼

馬　氷

0　　　　　　500　　　　　　7000　m
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第4図　多靡川右岸，川崎市中野島（ニケ領用水取入口下流側〉

附近の電気探査によつて求めた沖積低地地下堆積物の厚さ

小
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第5図　多磨川ニケ領用水取入口附萢右岸一帯の地下水温（昭和30年10～11月調査）
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第6図　多摩川ニケ領用水取入口附近一帯の地下水水比抵筑（昭和30年10～11月調査）
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　この附近の多摩川流域低地には，第三紀層の中粒ない

し細粒砂層と粘土層との互層上に，多摩川が運搬してき，

たと考えられる砂礫の堆積物が分布している。電気探査

の計測結果によると，ごの砂礫質堆積物の厚さは14m

程度までで，ニケ領用水路に沿つて最も厚く，多摩川寄

りではむしろ薄くなつている（第4図参照）。

　また水温および水比抵抗を既設井について測定した結

果によると，少なくも30年10月下旬当時では，まず

20～220Cの高温部が東京都南多摩郡稲城村大丸附近か

一ら，同村南押立にかけての多摩川現河道沿いと，川崎市

野戸呂・宿附近の多摩川沿いとに認められ，これはニケ

領用水路に沿つて南東方向へ帯状に延び，下河原・宿

之島。堰にまで連なつている。1水比抵抗も，またこp高

温部では多摩川の表流、（12，000Ω一cm）に近い10，000～

12，000Ω一cmを示し，これに対し190C以下の低温部で

は6，000～9，QOOΩcmとなつている。以上の調査結果

からニケ領用水路沿いに多摩川の表流水が相当量浸透

し，有力な透水部を形成している事実が推定できる。

　5．2　多摩川の旧河道

　多摩川の河谷は川崎市溝の口附近が最も狭く，ごれか

ら下流に向かづて扇形に拡がつているが，現河道は徳川

時代における玉川改修工事によるものである。古い記録

，によると，それ以前における河道は，蛇行あるいは変遷

・が著しかつたが，それらいくつかの旧河道のうち最も有

力なものは，川崎市登戸附近からニケ領用水路と国鉄南

武線沿いに連なつている。川崎市の著名な灌慨用水路で

あるニケ領用水ほこの旧河道を利用しで構築されたもの

と推定されるが，登戸附近から溝の口附近までは旧河道

はニケ領用水路にほとんど一致している。しかし上小田

中，冨士通信機K．K．附近かちは，旧河道は用水路と別

れて右折し，下小田中、・西村・杉山を経て，東横線元住

吉駅附近，国鉄鶴見操車場北部を寄切り，国鉄南武線沿

いに南下し，神明町，国鉄川崎駅南側を通り，川崎臨港

線沿いに東京湾に向かつている（第2図参照）。

　現在この旧河道は多摩川下流における唯一の地下水透

f水部となづており，その透水帯としての幅はかなり明確

に指摘できるところがあり，最も狭い場合には300m前

後となりている。したがつてこの透水帯はそれを少しで

もはずれると，集水量の大きな（水位降下12｛・13mで揚

水量3，0ρOm3ノ日程度の）帯水層に遭遇できずに終わρて

しまい，そのうえ着色水が牧水される関係上，味の素

K．K．を始め臨海部所在の工場群は以前からこの透水帯

上に競つて水源井を求め，3km，4km，の導水を行つて

ユ1場用水をまかなつていたのである。昭和13年以降給

』水を行つている川崎市工業用水道の水源井群もまた，同

市木月・北加瀬階近において，この透水帯上に位置する

15本の深井戸群であるが，こ二では透水層は地下20解40

士n間に位置する砂礫層セあり，その幅員は比較的広く，

500・）70Qm前後に及んでいる。しかしこれを一歩出は

ずれると，砂礫層は急速に尖滅し，大部分が粘土混りの

砂か白土混りの細砂の層となつてしまう。

　5．3　川崎市南部地区

　多摩川右岸ゐ第三紀層の丘陵は川崎市鶴見操車場西方．

で岬状となつて地下に没するが，なお地下にあつて潜丘

となづて南東方向に延び，国鉄川崎駅附近は第三紀層が

地下30止前後の深度で現われる。そしてこの東側は多．

摩川沿い，西側は鶴見川沿い殖それぞれ第三紀層表面の

末擢
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第7図　川崎市南部地域における透水帯附地近の質断面歯

地下脊が指摘されている3）。レたがつてこのような地下・

地質が推定されるならば，多摩川の旧河道はニケ領用水

路沿いのコースをはずれた下流側で，多摩川沿いの第三

紀層の谷部から，少しく高い丘陵部を越して鶴見川沿

いの谷部に通じれ｛ることとなるが，明神町の昧の素

K。K．水源地では旧河道の幅員が，最も狭くなつている

’点，井戸の深さなどから考えて，丘陵部を横切る谷部が

あり，そこを伝わつて鶴見川沿いの谷部に連なつている

ものと思われる・（第8図）はこの点について，横浜市矢

向町附近で文献3に示してある第三紀層表面形が訂正し

てある。

　しかしいずれにしても主要帯水層を形成するこの透水．

部は第三紀層上に位置しており，しかもその両側は急激

に砂質部に移化し，地下水もまた着色水となり，同時に

湧出量も減少する。透水帯の上方に位置する砂輩帯水層

は国鉄東海道線附近かう海岸側に向かつて上下に2分す

るが，いずれにしても湧出量は乏しい。

　これらの関係を示したものが第7図である。

　5。4鶴見川下流部横浜市神奈川区臨海部一馨

　第8図に示したように第三紀層の表面は不規則な起伏

を呈し・海岸隊弛の地下に概して浅く連なつている。容
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地質調査所月報（第8巻第11』号），

泳地盤の概要は第9図に．示Lた16本の難井柱状地質図

にみられる通りであ・づて，鶴見川下流部の地下40～50m一

前後に一連の砂礫層が認められる以外ば1ほとんど薄い

砂層と厚い粘土層ないし泥層との互層から構成さ紅てお

り，湧出量が期待できそうな帯水部はみあたらない。粘

土層の厚い例として保土ケ谷化工K．K．鶴見工場の廃井

の記録にみられるように，一’50m以上にも及ぶのがある。

　5．・5　被圧面地下水の圧力面

　川崎市南部，横浜市東部両地区において，昭和3i年

9月ん10月に測定Lた深井戸の圧力面の形状は，第8図

中に示した通りである。これらは実測によつて求められ

ているが，井戸の分布，揚水状態が不規則なため充分正

確とはいえない。また調査当時第8図の範囲内での揚水

量は20，000m31日程度で，夏季，さらに揚水量が増加し

癒ときには圧力面の形状に当然変化を生じるものと考え

られる。

　第8図によると，圧力面の深さが25m域上になつて

いる部分は，川崎市昭和電線電縫K．K：．附近から日本電

線K：．K：．附近を経て，横浜市鶴見川左岸地区にかけて延

びて，帯状の分布を示しており，文献3に示されている
第三紀層表面の谷部の位置乏ほ黛合致している。

　聴取結果によると，多摩川旧河道と目される主要帯水

層中の地下水は，かつては自噴しており，現在の第一セ

メソト：K、K．附近では大正12年当時，なお自噴が認めら

、れていた。しかし昧曙）素KK．明神町水源井では昭和6

年頃には圧力面は地下7mに低下し，地下水利用量が

壕も多かつた昭和11年前後には，地下エ8・一21mに達

し，工業用水道に切りFかわつている現在も，なお回復せ

ず20’》22卑程度を示している。同様横浜市側でも深井－

戸の静止水位は，地下8mから20mの間にあり，揚水水

緯は鶴見区で最大32m，神奈川区で最大35mに達Lて

’いる。特に鶴見川左岸昧の素横浜工場では揚水不能とな

る直前り昭和31年夏に揚水水位43卑を記録している。

　5．6揚水量と水位低下との関係

　横浜市側には充分正確な記録がない。川崎市の主要帯

水層が最も利用されていた昭和11年前後の記録による、

と・難井当初水位降下7｛40m前後で揚水量4，000～

5，000m3／日であつたという。これに対L透水帯の両側

では，二般に揚水量は少なく，2～4層の砂層から牧水

した場合の水位降下7’一8坦に対し揚水量は1，200～

1，800m3ノ日程度に止まつている。そして昭和11年前後

の揚水量に比較すると，同27年当時にはすでに30％程

度減少している事実が記録されている。

6．地盤沈下の從来の推移と現況

6．1　川崎市における地盤沈下についての言己録と対策

多摩川の三角州上に位置す1る川崎市の臨海部にあつて

は，かつて地盤沈下が顕著であつた。左岸側にあたる東

・京都側には観測記録が全くないが，川崎市側は数年来多

数の水準点を設置し，沈下量の測津を行つてお外その

詳細な経過については別に調査，研究されている。文献

3にはそゐ観測結果が一応とりまとめられており，沈下

量は川崎駅附近が小さく，一その北側（多摩川沿い）と南側

（鶴見川寄り）とに大きい部分が現われている。川崎市に

おいては，このほか日本鋼管K，K：．川崎製鉄所が工場構

内において長年にわたつて測定Lた記録があり・（第5表

参窯），それによると昭和10年から同16年にかけての

沈下量は80～150mmノ年に達しており，その後漸減して，

同17年から同22年までは22～23mm／年程度，，同23年

以降は平均7mml年以下となつている。

　もともと臨海部一帯はごく新らしい時代の堆積物のう

えに，さらに埋立が行われて陸地となつたところである

から，上述の沈下量の一部には地層あるいは埋立土の自

然圧密による沈下も含まれているものと思われるが，昭

和初年以降こΣに建設された工場の大部分がその用水を

全面的に地下水に依存し，その揚水量が遂年増加の傾向

をたどり，、それに伴なつて沈下が激化したことはほ讐確

実である。特に利用可能の地下水の分布が限られてお

り，狭い範囲に井戸が集中して掘難されたため，過剰揚

水の状態が早期に生じたという事実も推定できる。こう

して昭和11年から同14年頃には地盤沈下は最盛期には

いり，年平均100mmを上廻づていたのである。

　昭和11年日本鋼管・、昭和電工・東京湾埋立3社と川

第5表川崎市における地盤沈下の長期観
　　測記録（日本鋼管K．K．の資料ビよる）

期　間　昭和年月

10．1～11．1

11．2～12．1

12．2タ》　13．11

13．2（ノ14．1

14．2～15．1

15．2　～　16．5．

16．6～17．5

17．6＾ゾ18．5

18．6　～　19．5

19．6．～20．5

20．6　ル　22．5

22．6　戸》　23．5

23．6　ん　24．5

24．6　～　25．5

25．6　～　26．5F

昭和5年～昭和26年

沈　下・量，

　（mm）

149

125

105

95．

66

77

22

26

23

24’

23．5

　6．6

　1．0

　6．1

　0．0』

11100

　昭
　和
第5
1年

　以期降

　第
　 2
　期
　　一

，第
　．3
　　　　　　期　　現
　　　　在
　　　　塁

　　　　ゑ
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川崎・横浜両市工業用水源地域調査報告　（工業用水調査グループ〉

崎市とが協力して工業用水道による給水を計画し，同13。

年7月に，現在の川崎市木月・北加瀬附近に15本の潔

井戸を掘難し，54，000m3ノ日の用水供給を開始した。

その結果臨海部における地下水の利用は減少し，以後

工業用水道の普及，2回にわたる水源の拡張により，

181，000m31日の供給量を確保し，・現在東海道線以南に

所在する工場は，ほとんど大部分工業用水道水の供給を

受けている。こうして川崎市の場合工業用水道の整備は

地盤沈下の促進を抑制する目的を一応果してい為とい、う

ことができるのである。

略．2　横浜市における地盤沈下の記録ど現況

　横浜市においてもかつて深井戸が集団的に利用され，

しかも自然供給量の小さい割合に揚水量の大きかつたこ

とが急速に水理事情を悪化させ，昭和12（ゾ15年頃には

すでに地下水中への塩水の混入・。地盤の沈下が激しく誘

発されていたという。

　鶴見川右岸から神奈川区にかけての臨海部の埋立地に

立地している工場では，地盤沈下は現在それほど顕著に

は認められていない。’鶴見区安善町附近は地下において

L第三紀層が比較的浅く存在し，沖積層と推定される地層

が薄いため，沈下も著しく認められないという点も指摘

できるが，この北側にあたる鶴見川沿い鶴見町一円，左

　　吻　　　毎
’
関

＼
　　陵、

．下

末・

吉

町
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第10図　横浜市鶴見区に畑ける地盤沈下量等値線
（昭和3年～30年の沈下量を横浜市の資潔に基づい．

　　　て示している。．単位mm）

岸市場町附近には沈下の生々しい現場があり，鶴見川芦

・穂橋，国鉄鉄橋附近，森永橋附近にかけ七はその証跡が

きわめて明瞭に目撃できる。　　　　　　　　　　　　・

　沈下の詳細な長期観測記録はないが，昭和12’》15年

頃に観測された記録がある。それを基準として最近まで

の約20年間の沈下量を求めると，第10図のようにまと

められる。『これによると森永橋では昭和12年から同15

年までの間で80mm，同18年から26年までの間で
270fnm，昭和12年以降の20年問に1，440mm程度沈

下したこどとなる。なお森永製菓：K．K．鶴見工場内のボ

ーリング結果によると，沖積層と推定される地層の下限

が西から東に向かつて1／5の勾配で下がつているが，こ

の地上に建つている東西方向に長い建屋が約40年間に

200mmほど不同沈下を生じ，沖積層と思われる地層の

厚い東側，鶴見川寄りに傾いている。ま準その対岸にあ

る妙高企業K．K．の工場敷地は，現在地下水面上数cm

を残すばかりになつており，満潮時の鶴見川の河水面よ

り遙か単低い位置にあるとMう実状である。

　6．3　川崎・横浜両市にまたがる地盤沈下地箒

　川崎・横浜両市における地盤沈下についての観測は全

く別々に行われていたので，正確に関連づけることは困’

虹であるが，おNよその見当で，川崎市臨海部から国鉄

川崎駅の南側を経，横浜市鶴見区市場町にぬけ・さらに

』鶴見川左岸沿いに沈下地帯が拡がつており，沈下の中心

は内陸側に向かつて移動しているように思われる。

　たまたまこの部分は第三紀層表面の谷部にあたり，そ

の上側の堆積層は最も厚く（50～60m，5。4第8図参照），

かつまた現在稼動中の深井戸の水位が最も深くなつてい

る部分の延びの方向とほ聖一致した方向を保つている。

　　　　　　　　　　　　ヌしたがつて，かつて多数の井戸が稼動し，揚水量が特に大

ぎかつた部分に発生した地盤沈下が，地下水の水位の低

下Lた部分に沿い，内陸側（上流側）に向かつて拡がつて

いることがわかる。文献によると，基盤と考えられる第

三紀層表面の谷部は川崎市日本鋼管：K．K：。川崎製鉄所附

近から市場町，鶴見川左岸沿いに連なつてい為ことが指

摘されており，これが沈下量の天きい部分とほ黛一致し

ている。しかし多摩川の旧河道に沿う透水帯とは，下流

部でこそほ黛一致しているが，市場町附近から上流側で

は，地下谷一沈下地帯は西方鶴見川沿いにはずれ・透水

帯とは地理的に全く別になつてしまう。』したがつて現在

までの調査結果では，．この沈下の激しい部分は多摩川旧

河道沿いの透水帯に沿つて・．現在の川崎市工業用水道源

の方向に向かつて延びて行くとは考えられないる

7．水温および水質

川崎・横浜両市において数次にわたる調査期間中に，

’
1
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地質調査所月報 （第8巻　第11号）

　　　第6表川崎市に挙ける工業用井戸璽水質

No．

　1

　2

　ぎ

　4

　5

　6

　7

　8

　9

io

11

12

13

14

15

・16

17

18

19

20

21

’：22

23

24

試　料　採　取　地

、深度または
ス　ト　レ　・一

ナー位置
　　（m）

多摩川表流（宮内地先）

東京時計製造K．K．

工業長術院地質調査所

日新化工K：．K．

川崎市上水道　宮内伏流水源

日本冷蔵K：．K：．川崎工場

嘩森工業K．K．，

目本電気K：．K．玉川事務所

　　ゲ　　　　　　ヴ　　　　　　グ

K：．K：．荏原製作所　川崎工場

川崎市工業用樋』

　　　　　水源　No。13井

　　4　　　　ケ　　　　　No．　15井

東洋通信機K：、：K．

新古河鋳造．K：。K：．

味の素KK川崎工場No・2井1

鉢電線K，K．川崎工場

三菱石油K．K：．川崎製油所

昭和電線電縫K．K，

富士製鉄K：．K：．川崎製鋼所

日本冶金工業K：，K：．川崎製造所

昭和冷蔵KK．邦崎工場
　　　　　　　　　　No・1井

昭和電工K：．K．川崎工場
　　　　　　　　　　No．r2井’

日本鋼管k．K．川崎製鉄所、

三菱化工嶺K．K．川崎工場

6．6～12．7

一浅

　45

　20

　深

　6

30’》39

　　6

　　4
　36～49　1

　（深）

　　54

　45｛ゾ57

　　（浅）

52～61
　　75ヴ83

45～58
　　67～74

　45～56

　　62、

26ん35
　　50《レ53

水温

19．0

17．7

15。8

16．0

19．0

15．8

16．0

16．0

16．0

16．3、．

19．2

21，8

16．0

17，0

17．0

18．3．

22．8

17．d

17．7・

18．0

17．5

pH

’
7
． 0

6．2

6。4

6．5』

6．4

6．4

7．6

7．8

6．6

6．7

6．8

6．、8

6．8

6．6

7．0

7．1

7．0

7．0

7．2

7．4

7．2

7．1

7．1

7．8

RpH

7．3

7．0

6．9

7．0

7．2

7．2

7．8

8．0

7．2

7．2

7．1

722

7．5

7．2

7．3

7．4

7．4

7．5

7．7

7』8

7．8

7．7

7．8

8．0

Dis　O2

（cc／」）

4．69

0．93

0．00

0．，16

3．57

0．00

0．64

4．20

09．O

tr．

0．05

tr．

11．O

tr．

0．1！

0．19

0．70

1．26

0．67

tr．

0．00

軸e
CO2
（mg／」）

2．2

勿・51

81．4

28．6

6．6

44．0

14．3

11．0

3．3

38．5

28．6

30．8

36．3

14．3

28．6

30．8

41．8

24．2

3．3

15．4

31．9

28．6

14．3

6．6

亘CO3『

（mg／」）

q『

（mg／」）

51　　7．1

ゲ6　14．2

．87　　16．0

94　　20．2

56，工2．4

131　　26．1

515．、53．6

655　　77．9

69　　12．7

2391　20．6

241「　　36．1

269　　28．8

437　　66．7

124　　18．4

383　　53．9

403　　269

456　　414

415　　515

222　　17．0

565　　2，000

7031，950

550　　　1・，115

400　　412

885　　1，865

NO2一
（ヌng／」）

0．00

0．03

q・02

tr．

tr．

oρ2

0．03

0．00

0．02

0．02

0．22

0．04

0．02

0．00

0，0f

O．03

0．00

0．02、

0．00

0．29

0．94

0．00

0．44

0．00

SO42一
（mg／」）

8

28

24

11

19

19

6

3

34－

3

0

4

90

51

4

0

0

0

43

，0

0

0

0

0
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　　　　　　　　川崎・横浜両市工業用水源地域調査報告

（第2図参照，た父し採取試料No，．1《・No．7は図域外）

（工業用水調査グループ）

l／

NH4＋
（mgノ匠）

0．1

0．1

0．4

0．2

0．1

0．2

0．2

2．PO

O．1

0．3

0ユ

0．4

0．1

0．1

0．1

0．3

0ユ

0．2

0．1

1．3

17．6

0．1

0．1

0．2

K＋

（mg／Z）

0．8

1．3

0．4

11．0

5．0

5．1

6．3

24．5

40．9

Na＋
（mgノ」）

4．6

10．6

18．0

165

52．9

60。0

61．1

318

1，235

Fe2＋
（mgノ」）

Fe3÷
（mg／♂）、

．0．00　　－0．08

0．42　　　　0．25

　　　＊30．30

9．35　　　2．33

0．02　　　　0．06

13。68　0．84

　　　　2．14

　　　　0。67

tr．　　0．09

13．70　　・　0．20

9．45　　　0．31

11．30　　　　0．29

7．66　　　　0．39

0．07　　　　0．01

11．55　　　　0．21

18．95’　　　0．95

12．σ3　0．21

10・62、1・05

tr』　　　tr。

1．80　　　　『．0．04

5．00　　　　1．51

．8．25　0・66

5．46　　　　0．37

1．07　　　　0．06

Ca2＋
（mg／」）

13』7

22．6

10．5

15．1

13．9

20．2

16．2

－
2 0．8

17。6

，24．8

23．3

23．0

91．7

43．0

27．0

47．1

47．7

42．9

58．4

　137

71．0

50．8

26．6

22．2

Mg2＋
（mgノ」）

3．4

5．6

10．4

7．8

5．4

8．1

16．7

12．6

4．2

11，9

11．8

10．8

12．0

10．0

15．8

28．4

37．9

39．8

9．1

114

72．3

73．4

35』4

50．8

全硬度
ド’イツ

Total
Sio2
（mgノ」）．

2．70　　32，8

4．46　　21．6

5．27　　7．2

3．91　　28．8

3．19　　18．4

4．70　　28。2

6．！1　　40．4

4．42　　42．0

3．43、17．6

6．22　　23．2

5．99　　40．8

5．74　　26．0

15．61　　20．8

8．32　　10．4

7，43　　31．2

12．86　　44．4

15．40　　42．4

15．17　　52．0

10．28　．31．6

45．45　　55、2

26．6　　51．2

24．05　　50．4

11．6！　　41．6

14．83　　40。4

KMnO4
　むロ　ロ

（mg／」）

　1．9

　0．3

47．4

　1．9

　0．3『

　8．3

128．6

126．8

　4．2

　4．5－

　8．3

　9．6

　2．9

　4．2

　9．0

10．5，

14．7

14．1

　0．6

18．9

28．2

18．6

！5』7

23．7

　P
（mg／」）、

0，01

tr・、

0．23

0．03

0．00

α10

0．18

0．21

0．00

0．02

0．32

0．38

0．04

0．02

0．19

0．09

0．18

0．51

0．09－

0．00

α35

0．22

0．69

0．88

　ρ
（Ω一cm）

10，700

6，500

備 考

5，600

8，500

4，700

1，850

1，900

5，000

＄，800

2，700

3，000－

1，350

3，600

2，40G

1，000

　680

　680

2，800

－220

　230

　．370

　780

　240

休止井

褐色着色水

　　ケ休止井

休止井

休止井

休正井．
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第7表横浜市における工業用

番

房

1

2
3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

『
1
9

20

21

22

23

24

25

26

試料採取地

深度また
はストレ
ーナー位
置（m）

横浜市上水道
　　　（蛇口）
斎藤K：．K：．

東京園．
東京電力：K．K．

　　　旭変電所
いすず自動車
KK：～末吉製作所・

朝日製鉄

イ呆土ケ谷化学
K．K：．矢向分工揚

グ

東京ガス：K．K．

　　　No．1
ゲ

グ

No．2

No．3
旭ガラ・スK：，K：．

東京芝浦電気
　　　　K：．K：．

鶴見冷蔵K．K．

鶴見温泉

中山鋼業K．K．
　　　　　ノ　　　鶴見工場
キリンノビールKl．K：．

、横浜工揚No．1井

　　　グ

（深〉

79

（浅）

50

46

53

40｛ノ48

37～46

No．2井、

　　　ク
　　　No．3井
目産自動車K．K：．

　　　横浜工揚
目本石油精製：K．K．

横浜製油所No，2井

91

（深）

91

（深）

91

80門》100

　　　グ　　　　　　80～100　　　No．3井．
大目本製糖K．：K．

　　　　　　　120　　　横浜工場
明治乳業K。K：．

　　　　　　　106　　　横浜工場’
保土ケ谷化学工業
K．K：．イ呆土ケ谷工揚

日本ガラスK．K：．

　　　横浜工場

水温

n，d

14．5

16．8

16．4

18．4

17

18．0

18．9

17．1

16．7

17．4

16．2

16．5

17。3

n．d

n．d

17．2

16．7

16．8

19．7

19．2

18．4

19．3

18．5

8．2

13．4

pH

7．81

7．6

7．6

8．2

7．9

7．3

8．0

6．5

6．9

6．9

7．0，

6．9’

6．8

7．7

8．2

7．8

8．0

7．8

7．8

7．8

7．6

、7．1

8．1

8．2

7．5、

7．2

RpH

n．d嘗

7．8

7．9

8．3

8．0

7．6

8，0

’7．！

7．4

7．4

7．4

7．4

7．4

8．0

8．2

n．d

8．0

n．d

8．0

8．0

8．0

7．8

8．2

8．2

7．6

7．5

DisO2
（cc／」）

n．d

4．60

2．17

1．93

n．d

n，d

tr．

0．16

0．00

0．73

0．05

0．06

n．d

n．d

n．d

n．d

n．d

0．00

n．d

tr．

0．00

1．15

n．d

7．65

0．83

FreeCO2
（mg／」）

L1

n．d

n．d

0．00

6二6

9．5

9．9

65．0

37．4

30，0

31．9

30．0

54．0

30．8

n．d

33．0

n．（1

13．2

18．7

15．4

33．0

14．0

8．8

17．8

0．5

3．3

HCO3一
（mg／Z）

40

486．8

1，410．9

194．0

246

631．4

468

279

453

387

422

330

335

825

1，235

1，158

855

380

435

357

898

511

816

1，357

70．2

167．8

Cl｝

（mg／」）

6．0

7．1

28．4

9．2

2，560

2，215

11610

110

740

365

598

112

210

1，305

2，460

177

’105

NO2一
（mg／」）

0．00

0．00

0．00

0．00

0．00

0．02

0．00

0．00

0．03

0』04

0．03

0．01

〇二26

n．d

n．d

0。00

156，　0，00

433

3，910

1，115

525

146

37．2

10．1

13。5

0．01

n．d

』
0
． 00

『0．40

0．00

n、d

0．05

0．02

SO42一
（mg／」）

15

6
6

3．3

1290

3．3

0

99

0

9

4

0

0

19

5

55

10

20

6

422

155

63

68

5

10．9

6．3

NH4＋
（mg／」）

0．2

1．2

2．5

0．2

0．2

0．2

2．04

，0．1、

0，5

0．3

0．6

0．5，

0．31

16．7一

18．8

9．6

14．4

4．0

11．5

0．6

19．2

9．6

8．2

5．0

0．3

14

註　1）　n。dは境場検出不能を意味する。

　2）Feの欄で＊印は試料が着色しているため本欄の数字は全鉄
　3）備考欄での○印は31年10月力’ら11月にカ’けてめ調査を

　4）No．2お・よびNo．3は鶴見川中流綱島町の水質例として
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　　　　　　　　川崎・横浜両市工業用水源地域調査報告

井戸の水質（策3図参照）

（工業用水調査グループ）

　Kl＋

（mg／」）

0．6

69．3

18．9

12．8

26．1、

8．6

11．2

63．2

～

68．0

10．3

Na＋
（mg／1）

3．9

、833

438

223

361

100

136

．L898

1，550

339

Fe2＋
（mg／」）

n．d

O．00

n．d

　O．00

　0．60

　0．5

　0．05

・16．90

22。03

13＝24

10．50

1
8
。 54

10．20

　n．d

　n．d

　n．d

　n．d

　n．d

　n．d

　O．73

　n．d

　n．d

　n，d

　n．d

　O．00

　0．01

Fe3÷
（mg／孝）

＊0．00

　0．05

　0．01

0・q1

　0．56．

　0．5

　0．19

　9．90『

　0．25

　0．30

　2．00

　0．37

　0．48

＊2．05

＊tr．

＊0．89

＊65．50

＊4．19

＊59．44

　0．38

＊
、
3．83

＊14．13

＊0．00

＊0．00

　0．2

　0．04

Ca2÷
（mg／」）

10．9’

22．7

62．2

，5。66

124

36．6

145

41．0

61．8

50．1

47．2

34．1

45．3

132

21．3

16．6

13．9

19』0

50．9

655

120

71．8．

29．8

』
8
． 3

14．6

33．2

Mg2＋
（mg／」）、

全硬度
、（。dH）

Total
Sio2

　3．9　　2．42

　6．78　　4．7

22．9－　　7．0

　2．68　『　1．4

98　　39．95

36．6　　6．8

86　　40．17

’16．0　　　　9．43

58．6　　　　22．1

38。5　　　　16．02

46、6　17．35

21．0　』，　9．58

26．8　　　　12．52

90　　39．3

30．5　　　　10．01

］．1．2　　　 4．91

　9．3　　4．09

13．7　　　　　5．82

29．7　　　　13．97

290　　　　158．2

77．1　　　　34．58

40．9　25．071

．13．・6　　　　7．32

　3．4　　1．95

　5．83　　　　3，．4

11．3　　7．3

　5．6

42．0

58．0

42．0

46．4

54．8

44．0

42．4

42．8

38．0

48．0

44．0

43．2

56．0

64，4

40．8

72．4

88．5

109．1

．40。0

41．6

42．0

42．0

38．0

64．4

47．6

KMnO4
cons．
（mg／」）

　0．2

18．9

159．2

16．2

　7．7

100．3

44。8

17。6

10．2

37．5

14．7

　4．5

　7。7

200

132

692

403

65．3

222

12．8

347

70．5

134

57．6

37．0

42．1

　P
（mg／」）

量を示す。

示し，無印は32年1月から2月にカ’けての調査を示す。

示した。

21一（参39）

0．00

n．d

n．d

n．d

O．21

n．d

O．35

0。06

0．36

0。28

0．42

0．33

0．09

0．08

0．73

0．36

0．62

0．57

0．11

0．05

0．67

0．37

0．75

0兜28

tr．

0．10

　ρ
（Ω・cm）、

n．d

1，800

　760

3，600

　180

　320

11400

　480

　820

　700

工，500

1，400

　300

備　　考

　520，

1，00Q

1，100

　680

．160

　320

　600

　760

1，300

O
褐色着色水

　　ケ

　　〃

O
　　　休止井
褐色着色水

o

O
（水源は川崎
市内〉

　　グ

グ

0
褐色着色水

O　グ

O　ク

O．ケ

O　ク

O　．グ

O’

○’

休止井

褐色着色水

○　ク

O　ク

O

帷子川



地質調査所月報（第8巻第11号〉

測定した水温および採水した水試料の水質分析結果は第

6表および第7表に示した通りである。

　a．水温は川崎市の主要帯水層中の地下水が16．OQC

台，海岸に近ずいて17，0。C～18．00Cを示ずが，横浜市

では16．20C～19．70Cの水温が測定される。た黛L横浜

市において190C台を示すのは，’神奈川区子安町附近の

100m深度の地下水に限られている。

　b．水質は全体として褐色に着色した水が特徴で，ま

た重炭酸・ク消ル・鉄および過マンガン酸カリ消費量な、

どが概して多い。

　すの着色水は多摩川左岸，東京都大田区・品川区一帯

の深度35～60nゴ前後の地下水にもほとんど例外なく認

められ，横浜市の場合には重炭酸1，000mg／」以上，過マ

ンガン酸カリ消費量700mg／JLに及ぶものがあるσた黛’

川崎市におけ’る旧河道沿いの，帯水層中の地下水のみは
軸
着色しておらず，清澄である。しかし第1鉄の含有量は

多く，最高30mgノ」に達するものがある。

　鶴見川左岸から川崎市臨海部にかけての一帯そは，重

炭酸が多く，溶存酸素が乏しいうえ，硫酸がほとんど検

出されなV・，という水質組成から判断し，全体とLて還

元性の状態にある地下水が推定できる。したがつてこの

．一帯でのク戸ルは化石海水に由来するもゐでないかと考

えられる。

　これに対して鶴見川右岸から神奈川区にかけての臨海

部では，重炭酸の含有量，硫酸の比較的多量なことから

現在め海水が浸入して，クロルの含有量を高めているこ

とが推定される。鶴見川では河口から8km上流まで塩

水が湖上しており，自由面地下水中には表流を通じて塩

水が浸入しているものと，思われる。

　しかしクロル含有量などの経年観測記録がないから，

塩水の浸入が進行Lているというような，明確な判断は’

できない。少なくとも川崎市の工業用水道水源井では，

過去20年間にほとんど顕著な水質変化を認めておらず．

また横浜市鶴見区鶴見町の朝日製鉄K．k。の深井戸で

は，昭和29年クロルが236mg／zであり，その後は1P

日2時間程度の使用状態であつたが，昭和32年調査当

時220mg／Zとなつており，著しい変化が認められてい・

ない。

水比抵抗の等値線により・，．お瓦よそのクロル分布を示』

した結果が第8図中に描かれている。水比抵抗500Ω・c欺‘

はクロル含有量700～800mg／41，000詠bm嬬同じく

300～400mg／」にほ攣相当している。

8．多摩川における表流水と地下水との交渉－

　川崎市における地下水供給量，特に旧河道沿い透水帯

の地下水供給量推定のため，多摩川立川市地先から，塩，

水の潮上する川崎市上丸子地先までの間について，昭和

30年10～11月，同31年10月，32年1月の3回にわた．

り，縦断方向の表流流量の増減，沿岸地下水位，地下水

温などの水文測量を行つた。なおこの調査は東京都側の

一部にも及んでおり，その調査記録は各回各区間ごとに

詳細をきわめているが，こ』ではその要点の遜を記載し

ておく。．

　8』1昭和30年10～11月の測定

　予察の意味で5断面について東京都南稲城村大丸地先

から下流について行つた。表流流量が多く，その増減量，

については信頼度が低い。しかしこのとき別に行つた右

岸川崎市側における水理地質調査結果（5，1参照）によつ

、てニケ領用水取入口附近，あるいは少しそれから下流側、

中野島，小田急鉄橋附近にあつて，右岸に向かう有力な

地下水浸透部が発見され，この附近を挾む上流側，菅の

渡の断面と，下流側，中野島の断面どの間では，下流偲

　　　　　　　至高碕　　　　　　　け　　　だ
　　　　　　　お
　　　、　．軸
　　　　、摩驚藤
　　晦掲
　　　　　　　　　　　　　　ながか曾み出ノ噺ビ’禦％㎎　㍗畜

　　譲　　　　　鹸貨物線梅2

　　　　＼

た5かわ

！αゐ・

　1’日磯

至薪宿

至八王子

吻3
10

南武線

至八王子

至匡粉寺

・窺LI棉5

ふ5の

’

’

煮『

　　物4　　　　　　　　　　　　　寮

　　　　　　　　　蜘　　　　　　　　　楡　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”o

　　　　　　　なグがりう　　支9
　　　　　　　　　　7
　　おくさえん　　　　　京王穂電鉄　　　脚也きさくらウ隔の難’へ

第11図多塵川水文測量
、22一（640）
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　川崎・横浜両市工業用水源地塚調査報告　（工業用水調査グループ）

　　　第8表多摩川表流流量の測定条件
A．昭和31年10嘱測定分

測 点

No．1拝　島
No。2東光寺
No．3　日野橋No．4・石　　　’田

No．5大　丸
No．6　南手甲立
No．7『　管
No．8　中野島
：No．9宿河原
No。10久　地
No。11、北見方

使』用流速計

測　定　目　時
31－10－27　　10h　Om

　〃　 10h30m
31－10－26　　11h　om
31－10－26　　14h35m
31－10－24　　12h30m

　ク　 13hlom
31－10－23　　12h50m

　グ　 10h15m
31－10－22　　14h　Om

　〃　 13hom
　〃　　1　　　15h40m

水　温『
（。C）

17
18
16
15

17．5
17

17．8
18

18．6
19
19

気　温
（。C）

　プライス型電音流速計　No．110

　　　　　　No．195
　　　　　　No．174　広井式　　電音流速計　No．2420

・B．・昭和32年1月測定分

V＝0．703N十〇．002

V＝0．687N十〇．029

V＝0，685N十〇．011

V＝0．123N十〇。013

22’
18『
15．2
11

19

18．8
17．3
18．5
23．3
25

19’

No，1　鍋ケ・谷戸
No．2東光寺
No．3　目野橋
No．4石　由
No．5大　丸
No．6南押立
No．7　 菅

No．8中野島
No．9宿河原
No．10久　，地
No．11北’見方

使用流速計・

32－1－25　10h22m
　ゲ　 10h55m
32－1一24　10h20m
　グ　12h15m
32－1－23　　12hlom

　〃　 11hom
32－1－22　11hlom
　グ　 10h45m32－1－21．11h40血・

　〃　 13h15m
　ヴ　　11h101n

5．6

6
6．2

9，0

11

9
11．3
12

11．5
10．5
8

プライス型電音流速計　Nα　27　V＝0．686N十〇．004

　　　　　No．174　　V；0．685N十〇．011
　　　　　No』195　　V二〇．687N十〇．029
広井式　．電音流速計　No．2420　V＝0．123N十〇．0131

　　　　　N・．2417　V二〇。121：N＋0・012
　備考』Vヨ流速，T一徽N一号N一回騨

4．9

7．5

7．5

10．8’

11

10．5
11

12　・
9。5．
8．5

11

たま

ぎ一

㌔瓢

みなみたま

うよう3、

　　憂e　ゴぢ’物6　　5’
　ノ脚

　”　いなだ7うみ

ン・6糧則定剛置（◎6小綱

　d，’　地下水位奪ごの測定調査断面位置

　調査一覧図

至小田原

　　　　　　　　至渋谷至新宿

　　　セが　　ヂ
　∠ノ乃　　獄
　靭　 7　！　　噸詮グわ　物9　　　　2支1

捌！・　54　支3一麓
　　　のf靴　　　　　 攣　　いなだのぼレヒ　　　　　　　　　碧
　　　　　爾茸顔　廊￥塒
轡響’
　　　　0　　’000　　2びσσ　　300σ　　4凹007
　　　　』＿一一一由』一＿一＿＿』一

　至大掴r　、

　　　　　・’一〆左　レ
所ノノど勿》　，L　！／　裂〆麹o
　　　　葱／！！（1襟

　　　　　　　　　禦　冬　　　　　渦．

23一（641）



地質調1査所・月報　（第8巻，第11号）

　　　　　　　　　第9』表昭和31年1Q月　多摩川

．断面
番号

No．1

No．2

No．3

No．3

No．14

No』5

No．5

No．5

No．6
No．7

No．7

No．8

No．・9

No，9

No．10

No．11

水　 系

多摩川
秋　 川

多・摩川

用　 水
栗．須用水

日野用水

多摩川

　ケ
日野用水

多摩川

ケ

ケ

’ヴ

大栗川
　グ♪

浅　 川

多摩川
ケ

グ

ゲ’

ク

ゲ

測定場所 副定・月時

東京都北多摩郡拝島

　　〃
南多摩郡東光寺（A）　、

　　ケ　（B）

シ東須
グ　　グ

〃目野橋
グ　　グ

』
グ
　 グ

グ　、　ゲ

ツ石田

グ　　グ

グ　　ヴ

グ　　グ

ゲ大丸
〃　　 グ

〃石田
ゲ
． 大丸

ゲ　　ケ

　　グ　　
ゲ

　　ヴ　　ゲ
　　グ南押立
川崎市．菅

　〃　　　　　　　グ　　〃
ニケ領用水　　　　　グ　川　原、

多摩川‘　　グ中野島
1用　　水北多摩郡上給
’多摩川川崎市宿河原

グ

用1．　水
宇奈根川

多摩川

ヴ

グ‘

グ

グ宇奈根

〃久地（A）

〃〃（B）
グ北見方

　31－10－27　　　『

11hO5m－12h　Om

13h　om－13hlom

10h30m－10h45m

12ぬ15m－14h　om

　31－10－26　、

14h55m

14h45m－15h50m

、12h30m－13h　O卑

10h20m－12h　Om　　I

　31－10－26
ユ1h　om－12h30m

13h　omr13h30m

14h35mr15h55m

　31－10－27

　　10h30m→
　　．11h20m→
　31－10－26

　　11h37m→
　i2h→13h一．

　15h35m
・13h20m－13h50m

、13hO5碧一14h50m

10h50m→12h40m

　31－10－24．
（A）12h30m→14h50m

（B）15h　Om－15h10m．

1Sh10m－15h20m

llh10m－13h55m

　31－10－23
12h50m－14h50m

15h25田一16h　om

12h15m－14n　om

、　14h50m－15h　om

13h20m－14h50m

31－10－22

14h20m－15h25m

31－10－23　　．

11hom－11hlom
llh20m－11h35m

31－1Q－22
13h　om－15h　om　』

15h30m－16h40m

13h　Om－15h　om

　24一（6422

夫

候

晴

ヴ

ゲ

ケ

晶
碑
〃

グ

晴

晶
云
ク

グ

雨

グ

ク

ケ

晶
云
グ

グ

グ

グ

ケ

グ

グ

〃

ヴ

．ク

測定流量
（m3／秒）

流量差
増

5．844

十4．489
　　　3．352
0．185

』13．500『

十〇。706

十〇．622

十7．755

11．785

15．628

十6．717

12．600

十1．284

十〇．519

4。477

十〇．677　1一

十1．263・

十1．441

十4．477

26．450

26．743

26．214

，0．133

22．477

1’30．472

27．479

－0．946

24．G82

十〇．538

23．569

1
2
0
． 468

一2．369

十3．419

13．875

10．172

27．941

7．995

0。549

4．629

減

9
． 745

4．189

流量差／

　流量
（％）

32．4

28．5

43．7

’
1
8
． 8

3．87　　・　14．7

　　’35．5

1．051

0．475、’

2．3

4．28

32．6’

17．3



　　　　　　　　　川崎横浜両市工業庸源地域調査報告

’流量測定結果

（土業刷覇査グノープ）

水　面　幅
　　（m）

28．0

20．0

13．0

58．0

5．7

7．0

5．0

40．0

40．0
5．6

31．2．．

7・5

6．0

3．1

8．3

8．0

45．0

42．0

42．0

42．0

2．5

40．0

52．0

52．0

8．0

90．0

4．0

64．0

64．O　I

14．0

11．0

45．0

41．0

．61．95

最　大　深
　　（m）

0．50

0．60

020
0，54

0．36

0．30

0．35。

1．85

1．90

0．37

0．70

0．44

0．20

0．40
．0．37

0．40

0．30

1．40

1．40

1．40

0．16

1．86

2．02

1．83

0』42

0．90

0．30

0．57

0．57

0．70

0．40

1．00

0．65

1．20

断　面　積

　（m2）

10．20

8．10

1．955

16．32

1．933

1．390

1．053

46．30

48．98

1．㌧182

15．82

2．205

0．875

1．103

2．615．

2．00

9．295

38．10

38．80

39．70

0．284

46．59

57．44

54．92

2．427

44．60’

0．924

28．36

28．28

6．88

3．29

21．835

14．525

51．714

河床の状況

砂

〃

ク

ケ

ケ

『
グ

礫

グ

利

　　ヴ

　　ゲ

砂　　　利

　　礫

砂 利

グ

グ

グ

礫

グ

　　ケ

　　グ

砂　　　利

　　礫

　　ケ

　　グ

　　グ

　　グ

砂　　　利

　　ケ

　　〃

両　岸　の　状　況．

左 岸

高　水．敷

　　〃

　　　グ

　　　グ

コ1ゾクリート

堤　　　　防

高　　水　　敷

堤

同

堤

堤

同

ヴ

　　・防

水　　敷

　’防

　　防

：水　　敷

グ

グ

グ

〃

〃

堤

同

堤

同

グ

水

水

防

敷

防

敷

堤

同

グ

グ　．

水

ヴ

グ

防

敷

右 岸

商ガく敷
　　　うパ

　　　グ

　　　ゲ

コ㌧／クリート

堤　　　　防

高　　水　　敷

　　　ケ

堤　　　　防

高
、
水　　敷

　　　ゲ

堤　　　　　防

高　永　敷

グ

ゲ

ゲ

ゲ

7

　　　ヲ

堤　　　　，防

高　　水　　敷

・堤　　　　　防

高　水　　敷

　　　ヴ

堤　　　　　防

　　　ヴ

高　　水　　敷

　　　グ

　　　ヴ

備 考

　　流量差＝B－A

流量差硫量

　　　B－A一　　　　　　　　　　×100
一A（上流の流量）

25一（643）
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地質調査所月報（第8巻第11号）

第10表昭和31年1月』多摩川

断面
番号

1水路．名

　　』No．1　多摩川
　　，支　14　漱　　川

　　支13
　　：麦12
　　『No．2A・

、　　　　　B
　　支、11．

　　No．3

支10
No．3
No．4
：支　8

支　9
No．5

支　7
No．5
No．6
1NO．7

No。7
支　6
No．8
支，5
支　4
No．9A

　　B

測　定　揚　所’

多摩川r

　グ

谷地川

浅　川

大栗川

ニケ領用水

’
N o．9A
　　B’

支　3
No．10A

　　B
支ユ
支　2
No．11

東京都北多摩郡鍋ケ谷戸

　グ　南多摩郡高　月

　ケ　北多摩郡　　南

　〃　4「八日市

　ク南多摩東光寺
　　　グ　　　　グ

　　　グ　　　　ヴ

　　　〃　目野橋

　　　〃　　　　「ヴ

東京都南多摩郡　　グ

　　　ク　石田
　　　ゲ　　　　ケ

　　　ゲ　　　　ゲ

　　　ク　ー大1丸

　　　グ　大丸
　　　ケ　南押立
東京都南多摩郡　　菅

ケ　　　　ケ

神奈川県川崎市　中之島

　　　ケ　登戸
　　　4　船島
　　　ゲ　宿ケ原
　　　ヴ　　　　ゲ

　　　ケ　　　　ゲ

　　　ヴ　　「　　ゲ

　　　ゲ　　堰
神奈川県川崎市　久　地

　　　ゲ
東京都世田谷区　吉　沢

神奈川県川崎市F久　地

　　　ケ　北見方

測　定　目．時

32年1月

25目10－22－11－00

25　　12－10－12－30

25　　13－30－13－40

、2515－00－15－25

25　　9－50－10－10

25　　10一一55－11－30　、

25　　13－15－13－3（》

25　　10－00－10－30

24　　12－30－13－00

24’10－2C－11－10

24　　12－15－13一10

24　　10－30－11－10

23噂　10－30－1！－10

24　　10－30－12－40

22　　14－10－14－45

2312－io－13－12

23　　11－00－12－10

2310－35－1士一40

22　　11一一10－12－23

22　　10r45－11－10

22　　10一一45－11－40

21　　15－30－16－10

21　　14一一〇〇一14－40

22　　13－15－14」05

22　　10一一20－12－40

21．11－40－12－20

21　　13－15－15－25

、21　　13－15－13－40

21　　13－15－15－35

21　　11－05－12－00

21　　10－20－11－10

21　　12－20－12－50

21　　11－10－12－53

天候

晴

グ

ヴ

ケ

〃

シ

グ

〃

流　量
（m3ノ秒）

　0．318

十1．242

十〇．063

十〇．115

　0．08，

　0．745

十〇．037

　0．548

流　量　差
　（m3／sec）

増

ケ　十〇．423

ケ　　0，940

ゲ・　0．400

ク
、
，＋0・524

ケー＋0．417・
　　　　　1．264’
ヶ
　 r　　2．607

ゲ

ク

ケ

ケ

十〇．466

　2．540

　1．601

　2．616

ヶ　　2．752

ゲー9・032
ヶ　　2．602

グ　十〇．111
’
ゲ
　
　
　 ー　0．274

ヴ　　0．460

ゲ　　L十　1．316

ヴ

グ

ク

グ

ヴ

ケ

ケ

ケ

1．015

0．482一

　0．450

　0．977
十　〇．108　　　0．606

　0．948

　0．193

十1．023

十〇．084

　2．007’

減

0．913

0．314

0．963

！．465

0．663

1．241

流量差／

　流量
　（％）

52．5％

36◆5

70．5

74．5

46．8

63．3

22．6

。27．2

39．6

38．2

26一（644ト



　　　　　　　　　川崎●撫両市工業用水源地域調査報告

流　量　測　定結　果

（エ業用水調査グループ）

水画幅
（m）

26．00

9．10

1．60

2．60

2．70

9．50

3．65

15．00

4。GO

15．00

24．60

17．10

3．30

44．00

3．20

44．00

20．00

19．70

19．70

8．70

51．00

1．90

5．00

30．00

30．00

30．00

30．00一

25．00

10．50

8．90

8．90

56，6

最大深
（m）

0．30

0．29
0．20－

0．26

0，30

0．26

0．20
6．28

0．42

0．30

0．40

0．23

0．23

0．73

0．24

0．74
・1．70

10．50・

0，50

0．47

0．30

0，20

0．29

0．47

1．05

0．50

1．05

0．70

0．11

0．32

0．16
0．85’

断面積
（m2）

4．210

2．023

0．232

0．473

0．477

11．765

0．586

2．546

1．030

2，425

5．555

2．786

0．601

16．66

0．548

16．28

28．70

6．116

6．155

3．034

7．35

0．262

1．245臼

9．60

23．00．

9．62

22．97

0・17昼

11。485

0，910

1．939

0．970

29．す50

河床の状況

　　礫

　　グ

軟土，小礫

　　礫

　　グ

　　ゲ

　　ケ

　　ケ

土砂，　礫

　　礫

　　ケー

　　ケ

　　ゲ

　　ケ

ヴ

ケ

グ

ゲ

’
ケ

ケ

ゲ

グ

ケ

ケ

グ

　　“『

　　グ
コン’クリート

　　礫

　　ヴ

　　ゲ

　　グ

　　ゲ

両　岸　の　状　況

左 岸

高　　水

　　グ

　　グ

　　グ

　　〃
　　　〃
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第12図F多晦川地下水面横断面（昭和32年1一月測定）

　　縮尺縦横の比1：20（東光寺一石田閻）

断面において11．3m3／秒（調査当時の上流側断面流量の

15．93％）の減少を記録している。・

　8．2昭和31年10月および同32年1月の測定

　表流の測定条件は第8表に示してある。またそれぞれ

の測定結果は，第9表および第10表に示したが，’区間

ごとの増減を一括Lて示したのが第11表である。

　8．3　昭和32年1月の両岸地下水位

　昭和32年1月の調査当時は，関東地方一円でば異常

な旱天時であり，表流は著しい渇水状態にあつた。測定

、作業を行つていた期聞中，表流水位は1日当り0．001～

0．005mずつ低下していたが，このときに両岸の地下水一

位を既設井を利用して，測定した結果の一部が第12図

にとりまとめられている。各測定断面の位置は，第11

図に流量測定断面と別に示してあるが，全体として地下

水位に関する限りは，地下水位の方が高く，表流水位の

方が低い関係にあり，多摩川の表流は両岸の地下水によ

り潤養されているかたちになつている。しかL水温・水

比抵抗などは，部分的になお依然≧して表流が地下水を

酒養しているかたちになつており，特にニケ領用水取入

口附近一帯では5．1に示したような関係と類似した結果

が得られている。地下水温についてそうした調査結果の

一部を示したのが第13図である。

　8．4多摩川の地下水供給量

　3力年にわたる3回の調査結果を綜合すると，多摩川

の表流による地下水供給量を適確に求めることは，はな

はだ困難ぞある。水理地質調査結果では，左岸東京都側

にはあまり連続性のある透水部の発達が認められないよ

うであるが，左岸に逸散する地下水も無視することは不

可能であり，また多摩川の表流そのものが，測定断面区

間一つおきに増減を繰り返すほどで，その伏没再現の機

構はかなり複雑なものと判断される。

　しかし巨視的にみれば少なぐとも右岸川崎市側に対し

ては，ニケ領用水取入口附近以外には顕著な地下水の透

水部が発達しておらず，この附近が川崎市への主要な地
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第］1表多摩川表流流量、縦断方向の増減

断　面　区　間

（上流側）

拝　 島～東光寺
東光寺～目野橋
目野橋～石　 田
・石　 田～大　 丸

’大　丸～南押立

南押立～　 菅

菅　一～・中野島

中野島～宿河原
　　（船島用水〉

宿河原～久　地
久　 地～北見方
　　（下流側）

昭和31年110月測定の分．
ll

昭和32年1月測定の分

上流側断面に対す
る下流側断面の流
量差　（m3／秒）

3．352

1．900

9．745

13．850

3．870
（2．818）

7．995
（5．243）

0．549
（11．303）

11．051

（4．944）

4．629

0．479

増

減

増

減

減

増

減
（減）

増
（増）

増
（減）・

減
（増）

増

増

上流側断面流
量に対する流
量差の百分率

32．4

13．9

43．6

110．0

14．7』

35．5

2．3

4．28

”22．6

17．3

』上流側断面に対す
る下流側断面の流
量差　（m3／秒）

・0．913

0．314

0．963

1．264

1．405

1．015

0．432

　0．663
（o．274m3／秒）

　0．660

　11．241

増

減

減
増

減r

増

減

増

減

減

・増

減

取

上流側断面流1
量に対する流
量差の百分率

水

52．5

36．5・・

70．5

94．5

46．8

63．3

22．6

27．2

39．6

38．2

註：昭和31年10月測定分の欄のうち（　）で示してあるのは，昭和30年10月測定分の結果である。

　なお31年10月測定時菅一中野島間でニケ領用水0．946m3／秒の取水がある

下水供給源とみなされる。こうした観点からみて，特に

著しい渇水期でない限り，ほ虻1．2～1．3血31秒程度の水

が，ニケ領用水取入口附近にあつて，多摩川の旧河道と

推定される帯水層中に供給されているものと判断して大

きな誤はない。

た父しこの供給量は豊水期には増量し，また用水取水

時には，用水路沿いの漏水も加わつて相当程度増加する

ものとみなけ’ればならない。

なお鶴見川および帷子川については詳細な測定は行つ

ていないが，大体において排水河川の河況を呈してお．

り，特に塩水の湖上が地下水賦存地区の上流にまで及ん

でいるので，これらの川が少なくとも良質の淡水供給を

行つている事実は推定しにく’い。

9．総括および所見

1，川崎市南部地区および横浜市東部地区の一帯で

は，工業用水として多量の海水，上水道水および地下水

を水源の一部とする工業用水道水が利用されているほか

に，工場自家用水源として地下水が揚水されており，そ

の量は常時20，000m31目（昭和30～31年当時）程度，夏季

冷却用水の最も必要な時期に’は50，000m31日を上廻る。

2．川崎市には多摩川の表流により供給されている地

下水が300～400mの幅員の砂礫層中にあつて，有力な

透水帯を形成している。このなかの地下水は鉄分は多い

が無色水で，相当な揚水量が得られている。それ以外の

部分ではすべて京浜地帯特有の褐色の着色水が分布L．

しかも有力な帯水層もみあたらない。

　3．．川崎市では主要帯水層に沿つてかつて地下水が多

量に揚水され，圧力面の低下が地盤沈下を促進する結果

乏なつたものと考えられる。現在地盤沈下地帯は圧力面

の低い地帯とほ父地理的に一致した分布を示し，川崎市

南部から横浜市鶴見川左岸地区に向かつて延びている。

　4．鶴見川左岸から川崎市にかけての地下水は還元性一．

の状態にあることを特徴とし，化石海水に関係があるも

のと考えられる。しかし多摩川下流および鶴見川右岸か

ら横浜市神奈川区にかけての臨海部では，むしろ現在の・

海水の影響を受げている傾向が強い。

　5．多摩川の表流と．地下水との交渉関係を調査した結

果では，表流り縦断方向における増減はかなり複雑で・

正確な地下水供給量は求められなかつたが，少なくとも

ニケ領用水路沿いには表流の相当量，概略100，000～

120，000ml1日の地下水への供給が推定される。川崎市

における主要帯水層はこの水によって主として潤養され

ている。

　6．川崎市においては昭和31年度工業用水法の適用1

を受け’，臨海部地区について井戸の掘馨規制が行われる

一方，工業用水道水の増量をはかるため現在の水源井群

を拡張している。これは井戸規制地区の上流側におい

て，地下水利用を増加させる結果となり，一見規制の効果

を減少させるかのようにみられる。しかし少なくとも現1
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在地盤沈下が進んでいる地帯は，鶴見川沿いの地区に向

かつて延びており，工業用水道水源井群の方向に向かつ

てはいないがら，一上流側の墾井は地盤沈下と直接の関係

嫁ないと思われる。しかし可及的速やかに外来水源に

よつてこれらの井戸水源を代替させることが賢明であ

ろう。

　7．川崎市としてはニケ領用水取入口附近に充分な調

査を行つたうえで，最大50，000m31日程度の地下水捕集

施設を設け・工業用水道水源とすることが・ぎりぎり璽

線で可能と考えられる6この附近では揚水に伴ない，多

磨川あるいは用水路から表流が直接補給され得るので，

下流側の地下水流動量にそれほど重大な支障を与えずに

、目的を達し得る可能性がある。

　8．横浜市においては，昭和32年度に工業用水法の

適用を受け，川崎市同様井戸の掘馨規制を行うととも

に，相模川に取水する市上水道水の一部を原水として工

業用水道による給水を行う予定である。同市の上水道

水には道志川水系（水質，全珪酸19mg／4固形物総量

76；ng／」，昭和32年1月当時）と別に相模川水系（同じく

全珪酸32ぐ》33．5mg／4固形物総量102～104mg／のがあ

り，後者は珪酸・ミクテリヤに富み，水質的に工業用としF

（第8巻第11号）一

て難点はあるが，送水途中相模原の弛下水を利用して・．

水温の低下，水量の増加をはかりうる長所がある。しか

しその増加可能量も限られており，このほかには利用可

能の水源はみあたらない。したがつて川崎・横浜両市こ

ぞつて新しい工業用水道水源を産み出すことに努力しな

ければならない。

　　　　　　　　（昭和30年10月，32年2月調査）
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